
　新型コロナウイルスのパワーがこれほどとは・・・。誰が想像できたであろうか。コロナ感染から３年目。長い戦
いが続く中、今は「オミクロンショック」に世界が揺れている。対策には依然としてワクチン接種が有効のようだ。
３回目の接種を控えるが、切に今回で最後にしてほしい。
　さて、2021年度も残り２ヶ月。計画では、この２ヶ月間、にぎやかなスケジュールとなるばずだったが、１月21
日から県内に「まん延防止等重点措置」が適用されたため、予定した活動を中止したり、延期したりと苦渋の日々が
続いている。1月15日（土）の「女性のひろば」、２月５日（土）の次世代育成セミナーを中止せざるを得なかったこと
は大変残念である。そうした中、28日（金）には、各地区事務局長会議をオンラインで開催した。新しい方法へのチャ
レンジである。新型コロナウイルスとの戦いは、しばらく続くであろう。高まる自粛ムード、会議はオンラインか書面。
交流は断念等々、日常生活の不安度は高まり、前に進むためのペダルを踏む力も弱くなっているように感じる。戦
いは続くが、コロナとうまくつきあいながら工夫を凝らしていきたい。
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　新年明けましておめでとうございま
す。みなさまにおかれましては、ご家
族お揃いで穏やかな新年を迎えられ
たこととお慶び申しあげます。昨年は
コロナ禍にあっても各種の活動にご配

意・ご協力を賜り、深く敬意を表し感謝申しあげます。
　さて、私たちの周りでは、ロシアのウクライナ侵攻
による平和の危機、気候変動による大規模災害への
警戒、少子高齢化の加速による社会保障の不安、コ
ロナ禍により深刻化が増す貧困と格差、記録的なイン
フレ等々、先行き不透明な状況が続いています。特に、
生活環境は物価高・円安・コロナ禍の三重苦の中に
あり、中小企業で働く方や非正規雇用で働く方など、
より弱い立場の人ほどその影響は大きくなっています。
中小企業では、エネルギー価格や原材料価格の高騰
が影響し、企業の経営環境も厳しい状況が窺えます。
また、国内の物価の高騰による勤労者の可処分所得
減少も懸念され、実質賃金が物価高に追い付かない
状況の中、まずは実質賃金の改善が優先されます。
　昨年、ロシアがウクライナに侵攻する衝撃的な出来
事がありました。今もなお戦争状態の悲惨な状況が続
いています。私たちは、戦争勃発の危機や核兵器使
用の脅威が身近に有ることを思い知らされました。安
心して暮らせる社会の実現に必要な平和や地球環境
問題については、一人ひとりの意識の変革と具体的な
行動が求められます。
　私たちは今、目まぐるしい環境変化の中で、様々な
課題への対応に迫られています。これまでの運動で
培ってきた経験や「福祉はひとつ」という労福協の原点
を基軸にすえ、助け合い、支えあいの精神を糧に、
労福協、労働団体、福祉事業団体がこれまで以上に
連携を深め、取り組みを強化してまいります。
　今年はうさぎ年。うさぎは飛び跳ねる姿から「飛躍」
「向上」を象徴すると言われています。変革期と言われ
るこの時代をみんなで知恵を出し合い乗り越えて「飛
躍」したいと思いますので、これまで以上のご支援・
ご協力をお願い致します。本年も実り多き1年となるよ
う共に頑張りましょう。

長崎県労働者福祉協議会
会長　髙藤　義弘

労福協・労働団体・福祉事業団体が連携し、2023年を飛躍の年に！

　2022年12月16日（金）、第3回幹事会終了後、ＮＰＯ
法人　消費者被害防止ネットながさき（ＣＰネットなが
さき）より講演を受け、同団体が消費者を守るために
行っている企業への申入れ事項について説明を受けま
した。また、私たちとの連携を強化するため、各種相
談の受付が発生した際の仕組みについても共有しまし
た。意見交換の中でもＣＰネットながさきへの加入促
進と連携強化について確認しました。

��
 労福協セミナーで、「ＮＰＯ法人 消費者被
害防止ネットながさき」との連携を確認！

　2022年12月16日（金）、長崎市のサンプリエールにお
いて、11月18日（金）に開催した「チャリティゴルフコン
ペ」での参加者からの募金91,783円と労福協の拠出分
を合わせた「110,000円」を長崎県児童養護施設協議
会に寄贈しました。贈呈式には、大村市の「光と緑の
園向陽寮」の川口施設長にご出席いただき髙藤会長が
目録を贈呈しました。

��
 長崎県児童養護施設協議会への贈呈！

☆2023年のスタートにあたって

■長崎市役所新庁舎「生協売店」が新庁舎
　3階にオープン！ご利用ください。
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１．九州ろうきんでは、現在、教育ローンとフリー
ローン以外にもローンキャンペーンを実施中で
すが、それは○○ライフローンキャンペーンで
ある。○に入るのは何でしょうか？

２．こくみん共済 coopでは、2023年2月1日～
2月28日に●●キャンペーンを実施していま
す。●の文字をお答えください。

○答えはハガキかＦＡＸで住所・氏名・電話番号・
職場名を明記し県労福協へ送付してください。
○締切日は2023年3月17日(金)(当日消印有効)
○当選者に「お楽しみプレゼント」をお送りします。
正解者多数の場合は抽選となります。
○送り先　〒850-0031　長崎市桜町９-６
　長崎県労福協クイズ係　ＦＡＸ（095）811-6132
○前月号当選者発表（敬称略）
　正解：1.「4、30」　2.「64」
　以下の方々が当選されました。
　西岡　繁樹　　池田多佳子　　角田　　久
　川﨑もえみ　　酒井　宏一　　本間　俊光
　千葉　実枝　　川内ひろこ　　坂本　文彦　
　高月　未来

第131回
労福協

　このハンドブックは、奨学金の返済に不安や困難を
抱えている方に負担を軽減する糸口を見つけてもらい、
公的機関、専門家等への相談につなげることを目的に
作成されています。現在、長崎県、大学（生協）を訪
問し、作成の経過を説明しながら、本ハンドブックの
紹介と活用について相談を進めています。中央労福協
Webサイトからも見れます。多くの方への周知をお願い
します。

��
 「奨学金返済Ｑ＆Ａ」ハンドブックの活用を！

●エコ診断では自分の生活のＣＯ2排出量を簡
単に算出でき、削減に向けた具体的な対策の
提案や光熱費をどの程度削減できるか等を見
ることができます。
●登録不要です
●https://webapp.uchieco-shindan.jp/
　にアクセス
●スマホ、タブレット端末、ＰＣ等から利用可能
●5分程度で診断実施が可能です

■うちエコ診断ＷＥＢサービスのご紹介です。
　まずはお試しください。

■ライフサポートセンターのご案内

連合　全国一斉集中労働相談ホットライン
2月21日（火）～22日（水）　10時～18時

2月～3月、下記の内容を長崎新聞に掲載します。

社会を支えていただいているみなさんに感謝！　ありがとう！
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テーブルマナー講座の様子 

九州ろうきん「2022年度長崎県本部全県青年・女性
推進委員学習交流会」を開催しました！

　2022年12月10日（土）、ハウステンボスで、各店（地域）推進委員会青年・女性層の役員の方々を中心に

40名お集まりいただき、標記集会を開催しましたので、その内容について紹介します。

■第１部：オリエンテーション（グループワーク）
　地域ごとに８グループに分かれて、グループ討議を行いました。討議内容は、「各店（地域）の青年・女

性推進委員会の活動内容」「ろうきんの認知度向上に向けた周知活

動や楽しく参加できる各種活動について」とし、討議後はグルー

プ発表を行いました。他地域の活動や意見を参考に今後の活動に

活かせる内容となりました。

■昼食会：テーブルマナー講座
　テーブルマナー講座を含む昼食会を行いました。参加者は当初

少し緊張した面持ちでしたが、徐々に和やかになる雰囲気の中で、

マナーについての講義を受けながらコース料理を堪能しました。

欧州におけるテーブルマナーの基礎を歴史から丁寧に学ぶことが

でき、今後の様々なシーンで役立つ貴重な機会となったとの高い

評価を受けました。

■第２部　外部講師講演　貯蓄から投資の時代！資産運用はじめの一歩
　内山ＦＰ総合事務所の代表で、九州共立大学経済学部非常勤講師を務める内山貴博先生から資産運用

に関する講演を受けました。株価の値動きから、どの企業の銘柄であるかを当てる「株価ゲーム」では、

グループ毎にゲームを楽しみながら資産運用を学ぶことができました。

　先生の講演は、実体験や過去のデータに基づいた分かりやすい内容で、Ｗebアンケートでは“よかった”

との声が９割以上で大変好評を得ました。

　こども未来応援定期　　九州ろうきんは未来をになうこどもたちを応援しています
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みんなで支え合えば　きっと大丈夫！


